
日吉町自治会

日吉町自治会

広報委員会

平成23年6月

発行

編集

発行圏

第9号土木事務所から見た日吉地区

⑤
災
害
準
備
金
の
設
置
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

第
二
回
目
の
要
援
護
希
望
者
の
名
簿
作
成
（
九
九
名
）
。
④
近
隣
助
け
合
い
の
一
環
と

被
害
状
況
を
把
握
す
る
。
③
要
援
護
者
名
簿
に
基
づ
き
安
否
を
確
認
す
る
⑤

学
校
に
集
合
、
避
難
場
所
設
樋
の
可
否
を
協
識
す
る
。
②
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
巡
回
、

改
修
工
事
。
②
新
入
学
児
童
へ
の
祝
い
品
の
配
布
。
③
自
主
防
災
検
討
委
員
会
と
し
て

き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
卜
ま
う

去
る
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
港
北
区
連
合
町
内
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
共
催
の
義
援
金
募
集
に
は
多
く
の
方
か
ら
温
か
い
ご
協
力
を
頂
き
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

二
十
二
年
度
の
新
し
い
取
組
み
と
し
て
①
日
吉
町
公
会
堂
と
不
動
尊
へ
の
階
段
の

し
て
自

し
た
。二

十
三
年
度
も
昨
年
同
様
の
事
業
を
行
っ
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
東

日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
災
害
対
策
を
一
層
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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の
で
、

冨
・
言
町
麗
治
会

会
長
片
野
芳
昭
戸

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

具
体
的
に
は
役
員
は
①
震
度
五
以
上
の
地
震
の
際
に
は
、
学
区
防
災
拠
点
で
あ
る
小

是
非
と
も
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

治
会
各
種
団
体
の
意
見
交
換
令
⑤
駅
前
花
ボ
ケ
ジ
ト
《
の
参
加
を
実
施
し
ま

十
一
月
に
は
、
日
吉
台
、
矢
上
各
小
学
校
で
防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す

組
長
総
会
の
挨
拶
要
旨

水
、
食
料
品
等
災
害
時
に
必
要
な
品
の
安
定
的
、
計
画
的
確
標

ヨ
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港
北
区
役
所
港
北
土
木
事
務
所
長

遠
藤
尚
志

五
月
一
日
よ
り
港
北
土
木
事
務
所
長

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
生
活
に
密
接
に
関
係

す
る
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の

維
持
や
管
理
を
担
う
職
場
に
着
任
し
、
重

大
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
共
に
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

日
吉
町
自
治
会
の
皆
様
に
は
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
早
々
で
各
地
域
の
把
握
も
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
木
事
務
所
と
し

て
の
日
吉
地
区
に
つ
い
て
印
象
を
含
め
、

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
日

吉
地
区
の
町
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

（
日
吉
に
つ
い
て
）

や
は
り
東
急
電
鉄
日
吉
駅
を
中
心
と

し
て
開
発
さ
れ
、
発
展
し
た
街
で
、
日
吉

か
ら
は
横
浜
に
も
東
京
の
複
数
の
都
心

に
も
交
通
至
便
で
あ
り
、
又
、
慶
応
大
学

や
日
大
高
校
な
ど
と
い
っ
た
広
域
的
に

有
名
な
文
教
施
設
も
あ
っ
て
、
首
都
圏
に

お
い
て
も
非
常
に
人
気
の
高
い
住
宅
地

で
す
。

今
後
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
整
備
効
果

士

木
事
務
所
と
し
て
の
日
吉
地

開
通
な
ど
に
よ
（
↑
て
い
（
↓
そ
う
便
利

に
な
り
、
高
い
開
発
圧
力
も
続
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
東
急
の
沿
線
開
発
以
来
八
○
年

を
超
え
る
長
さ
か
ら
地
域
文
化
も
そ
れ

を
支
え
る
人
材
も
充
実
し
て
い
る
印
象

が
あ
り
ま
す
。

（
日
吉
の
道
路
環
境
）

早
く
開
発
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
逆
に
早
く
開
発
さ
れ
た
た
め
か
）
幹
線

道
路
の
整
備
は
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
綱

島
街
道
の
拡
幅
も
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
ま
せ
ん
（
※
日
吉
駅
前
の
拡
幅
工
事
で

は
近
隣
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
）
先
送
り
さ
れ
た
綱
島

街
道
整
備
の
全
面
的
な
事
業
決
定
も
川

崎
側
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
の
で
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

ま
た
バ
ス
道
路
の
改
善
に
つ
い
て
も

多
く
の
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
歩
道
の
あ
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
蕊
安
全
で
ス
ム
ー
ス
な

道
路
環
境
と
は
言
え
な
い
状
況
も
あ
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は
、
一
方
通

行
化
な
ど
の
交
通
規
制
や
、
安
心
カ
ラ
ー

ベ
ル
ト
な
ど
の
歩
行
者
対
策
を
採
っ
て

区

行
く
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
日
吉
の
公
園
、
み
ど
り
環
境
）

東
横
線
で
都
内
か
ら
横
浜
（
日
吉
）
に

入
る
と
途
端
に
み
ど
り
が
増
し
て
急
に

息
が
抜
け
る
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
、
地
域
の
人
材
の
充
実

と
い
い
ま
し
た
が
、
内
部
か
ら
の
話
で
は
、

公
園
愛
謹
会
な
ど
の
活
動
で
は
、
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
）

ま
ち
づ
く
り
は
そ
の
地
域
の
文
化
的

な
水
準
を
あ
る
程
度
示
す
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
「
日
吉
駅
前
花
壇
」
の
取

り
組
み
は
駅
前
に
さ
わ
や
か
で
憩
い
の

あ
る
空
間
を
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
感
じ
る
と
も
に
、
こ
の
取
り
組

み
に
協
擬
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
吉

町
自
治
会
に
対
し
お
礼
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
日
吉
の

み
な
ら
ず
い
ろ
ん
な
場
所
で
い
っ
そ
う

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
わ
が
国
、
横
浜
市
の

文
化
水
準
を
高
め
る
こ
と
と
感
じ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
日
本
大
災
害
カ
ウ
三
ヶ
月
余
近
Ｖ

将
来
の
東
海
地
震
も
取
沙
汰
さ
れ
、
災
害

に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
大
災
害
が
発
生
し
た
時

①
先
ず
近
く
の
学
校
や
公
園
等
広
く
て

安
全
な
と
こ
ろ
に
一
時
避
難
す
る
。
（
広

域
避
難
場
所
と
称
す
）

②
自
宅
が
火
事
や
倒
壊
で
生
活
出
来
な

い
時
は
地
域
防
災
拠
点
に
避
難
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

当
日
吉
地
区
の
広
域
避
難
場
所
は
、
日

吉
駅
前
の
慶
応
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
指

定
さ
れ
、
又
地
域
防
災
拠
点
は
日
吉
台
、

矢
上
各
小
学
校
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
拠
点
の
二
つ
の
小
学
校
に

は
防
災
備
蓄
庫
が
設
置
さ
れ
、
防
災
機
材

や
当
面
生
活
出
来
る
と
思
わ
れ
る
水
、
食

料
、
物
資
等
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
十
月
に
は
、
日
吉
台
小
学
校
学
区

の
方
々
、
十
一
月
に
は
、
矢
上
小
学
校
学

区
の
方
々
を
対
象
に
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
夫
々
の
学
校
の
先
生
、

生
徒
も
績
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
住
民
の
方
々
の
参
加
が
少
な
い
の

が
気
が
か
り
で
す
。
災
害
時
の
対
応
を
学

ん
で
頂
き
た
く
、
今
年
は
是
非
ご
参
加
下

式
）
い
。

ご
存
知
で
す
か



一
℃
■
■
中
■
師
■
■
二
画
■
己
二
二
』
■
一

産
奄
牢
零
『
宮
■
■
■
ご
眠
酔
ｍ
－
Ｌ
■
吟
咋
ｒ
ｑ
－
■
■
醜
』
》

伊
藤
鈴
太
郎

ｌ
篠
原
城
Ｉ

今
回
は
、
今
年
の
初
め
に
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
篠
原
城
雄
に

つ
い
て

篠
原
城
は
、
戦
国
時
代
の
北
条
氏
の
支

配
下
に
あ
っ
た
支
城
で
、
北
条
氏
は
相
模
、

武
蔵
に
版
図
を
拡
げ
、
早
雲
～
氏
直
の
五

代
の
間
に
多
数
の
出
城
を
造
り
、
篠
原
城

は
数
多
あ
る
出
城
の
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

位
置
的
に
さ
ほ
ど
敵
国
が
す
ぐ
隣
に

居
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
え
て
想
像
す
れ

ば
、
築
城
当
時
は
、
甲
斐
武
田
氏
や
上
杉

氏
に
備
え
た
山
城
と
考
え
ら
れ
る
。

篠原城山城をイメージしたイラス

（ワークショップピリオド提供）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
の
北
条
氏
滅

亡
と
共
に
役
割
を
終
え
た
こ
の
城
は
、

人
均
の
記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
自
然
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た

こ
の
城
が
逆
に
「
中
世
の
城
郭
遺
跡
と
し

て
奇
跡
的
に
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い

る
」
（
国
学
院
大
学
伊
藤
慎
二
）
と
言

わ
れ
て
い
る
の
だ
。

さ
て
、
冒
頭
の
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ

話
題
に
な
っ
た
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
こ

の
城
跡
を
形
成
す
る
土
地
の
一
部
に
私

有
地
が
あ
り
、
そ
れ
が
宅
地
開
発
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
本
年
一
月
二
十
九
日
の
開
発

予
定
地
の
発
掘
調
査
公
開
日
に
は
、
驚
く

ほ
ど
沢
山
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
宅
地
造
成
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
防
御
用
の
堅

空より瓢む篠原城ill

(ワークショップピリオド提供：

堀
や
建
物
跡
一
カ
ワ
ラ
ケ
な
ど
か
出
・
…
ず
一

て
い
る
。
堅
堀
な
ど
は
か
な
り
本
気
の
ス

ケ
ー
ル
で
、
専
門
家
の
話
で
は
城
吐
全
体

は
非
常
に
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
ま
ぼ
ろ
し
の
篠
原
城
』
（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ピ
リ
オ
ド
制
作
）
に
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
＆
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
州

演
し
て
い
る
俳
優
の
五
大
路
子
さ
ん
は

「
私
は
こ
の
近
く
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
小
さ
い
と
き
父
に
連
れ
ら
れ
よ
く
こ

こ
に
き
ま
し
た
。
今
、
周
囲
は
、
開
発
が

進
み
、
緑
が
残
っ
て
い
る
場
所
は
こ
こ
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
貴
重
な
歴
史
の

遺
産
を
皆
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
」
。

こ
の
城
吐
の
保
存
を
望
む
関
係
者
が

「
篠
原
城
と
緑
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

署
名
運
動
を
始
め
、
五
月
二
十
四
日
時
点

で
七
四
五
○
名
余
の
署
名
が
集
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
開
発
許
可
の
下
り
た
現
場
で

は
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

な
ん
と
も
残
念
な
事
で
は
あ
る
。

「
新
し
い
事
実
と
引
き
換
え
に
、
つ
ま

り
学
術
的
な
成
果
の
代
償
と
し
て
開
発

は
進
め
ら
れ
、
地
上
か
ら
発
掘
資
料
は
姿

を
消
し
て
い
く
」
（
『
川
崎
・
た
ち
ば
な
の

古
代
史
』
村
田
文
夫
）

氏
の
惜
し
ん
だ
古
代
資
料
と
は
、
古
代

律
令
時
代
の
橘
樹
郡
衛
の
正
倉
跡
（
穀
物

保
存
用
倉
庫
）
を
発
掘
し
た
こ
と
で
、
こ

の
遺
跡
も
埋
め
戻
さ
れ
、
地
上
か
ら
姿
を

一
蝦
祷
一
』
・
・
・
〕
一
闇
一
口
日
。
。
）
ロ
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「
守
る
会
」
は
「
頂
い
た
沢
山
の
署
名

を
力
に
今
後
は
城
吐
の
中
心
部
の
保
存

と
周
囲
の
緑
保
全
に
力
を
尽
く
し
て
生

き
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

敬
老
の
お
祝
ｌ
に
》
’
一

毎
年
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
に
対
し
、

敬
老
の
意
を
表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
気
持
ば
か

り
の
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

六
月
末
に
て
ご
申
告
頂
き
ま
し
た
が
、

お
祝
い
は
、
民
生
委
員
、
自
治
会
役
員
が

敬
老
の
日
ま
で
に
お
届
け
す
る
予
定
で

余
生
と
は
問
い
一
ろ
庭
の
童
を
弓

く

｜
お
知
ら
‐
せ
一

一
俳
句
一



三
寒
四
渦
の
激
し
い
今
年
の
春
で
し
た
が
↑

当
日
は
汗
ば
む
よ
う
な
暑
い
日
と
な
り
ま

し
た
。出

席
者
は
、
昨
年
に
比
べ
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
用
意
さ
れ
た
椅
子
は
ほ
ぼ
埋

ま
り
、
定
刻
、
横
山
総
務
部
長
の
司
会
で
開

会
し
ま
し
た
。

組
総
数
二
五
二
組
の
内
、
出
席
者
三
五
名
、

委
任
状
提
出
者
一
七
五
名
に
て
総
会
は
成

立
、
同
氏
を
識
長
に
選
任
後
、
識
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

冒
頭
、
会
長
よ
り
挨
拶
と
共
に
、
先
般
の

東
日
本
大
災
害
義
援
金
募
集
に
つ
き
、
会
員

皆
様
よ
り
の
多
額
の
ご
寄
付
に
つ
い
て
お

礼
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
平
成
二
十
急
年

度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
賛
同
を
得

て
議
案
は
全
て
可
決
、
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。

詳
細
は
、
六
月
回
覧
の
「
平
成
二
十
二
年

度
日
吉
町
自
治
会
組
長
総
会
決
議
事
項
の

報
告
」
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
度
の
大
災
害
に
学
び
、
今
年
度
よ
り
防

災
準
備
金
を
砿
み
立
て
、
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
事
と
し
ま
し
た
。

二
十
二
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合

算
の
収
・
支
概
要
は
次
の
通
り
で
す

組
長
総
会
の
報
告

収
入
の
部

会
費

家
賃
、
建
物
使
用
料

補
助
金

広
報
配
布
料

そ
の
他
収
入

支
出
の
部

運
営
費

事
業
費

建
物
管
理
費

保
険
料
、
税
金
他

設
備
費

－－ 血
ｰ弓1

二
七
六
万
円

六
二
七
万
円

一
一
三
万
円

四
○
万
円

二
六
六
万
円

六
四
一
万
円

一
六
四
万
円

四
七
○
万
円

七
二
万
円

二
七
万
円

◆
地
域
活
動
関
係
者
の
合
同
顔
合
せ
会

を
行
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
、
自
治
会
役
員
と
広
報

関
係
者
、
関
連
十
四
団
体
を
代
表
す
る

方
々
五
十
七
名
が
集
い
、
日
吉
町
公
会

堂
に
て
第
一
回
の
顔
合
わ
せ
会
を
行
い

ま
し
た
。
合
同
の
集
い
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
大
変
好
評
で
し
た
の
で

毎
年
開
催
予
定
で
す
。

自
治
会
加
入
率
低
下
傾
向
が
憂
慮
さ

れ
て
い
る
現
在
、
近
隣
の
人
と
の
繋
が

り
は
必
須
の
も
の
で
、
お
互
い
地
域
活

動
に
携
わ
り
な
が
ら
、
初
対
面
の
人
、

顔
は
知
っ
て
い
る
が
言
葉
を
交
わ
す
機

会
の
な
い
人
、
と
の
交
流
も
図
れ
、
有

意
義
な
ひ
と
時
で
し
た

L
巌
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

曙‘＝

け剥
~理

合同顔合せ会で紳を深めましえ

全
号
に
は
土
木
事
務
所
の
新
所
長
さ
ん

が
ご
投
稿
下
さ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
植
樹
会
は
子
供
た
ち
が
、
当
地
を
忘
れ

る
事
な
く
、
樹
と
共
に
元
気
で
生
き
て
、
将

来
を
担
っ
て
欲
し
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

心
植
樹
会
か
行
わ
れ
ま
、
：
》
’
た

四
月
十
七
日
晴
天
の
な
か
、
自
治
会
、
矢

上
子
ど
も
会
、
わ
か
く
さ
子
供
会
合
同
に
よ

り
、
新
一
年
生
入
学
、
六
年
生
卒
業
記
念
と

し
て
第
一
回
植
樹
会
が
日
吉
公
園
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ハ
ナ
モ
モ
の
苗
木
を
約
三

十
人
の
子
供
達
と
自
治
会
の
皆
さ
ん
で
植

樹
し
ま
し
た
。
日
吉
公
園
内
の
一
角
で
す
が

植
え
て
あ
り
ま
す
の
で
お
近
く
を
通
ら
れ

る
と
き
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

わ
か
く
さ
子
供
会

会
長
藤
原
真
紀

冒
季
塞

LF L彊

樹会


